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「除雪機械安全性・作業性向上に関する検討会」 

検 討 の 概 要 

 

  東北地方はほぼ全域が積雪寒冷地域となっており、「雪に強く、安心で快適な地域

づくり」を推進するうえでも冬期道路交通の確保は極めて重要な課題となっています。 
  冬期道路交通の確保を推進するにあたっては、これまで除雪機械・防雪施設・凍結

防止などに関する技術開発の実施により多大な成果を上げてきましたが、一方では、

昨今、高規格道路等の延伸により管理延長が増加するなかで、除雪費は減少しており

更なる技術開発等により除雪サービスレベルの現状を維持しながらのコスト縮減は

急務となっております。 

 現在の歩道除雪は搭乗式小形除雪機により行っていますが、歩道幅１ｍ未満の狭小

部では大半が人力により除雪を行っており、作業効率も悪く多大な費用が掛かってい

るため、機械化施工を実現し、作業効率の向上並びにコスト縮減を図る必要がありま

す。 

また、道路除雪は様々な沿道条件の下で路上障害物等を確認・回避しながら、車両

の走行と作業装置の操作を的確に行うことが要求され、オペレータ個々の経験や能力

に依存しているところが多いため、負担が大きく、作業効率低下の要因ともなってお

ります。更に、除雪作業の出来形管理においては日報の確認や局所的な写真管理のみ

で行われているため、除雪作業支援技術並びに除雪作業管理技術により効率的・効果

的な作業評価を行いコスト縮減を図る必要があります。 

このような背景のもと、本検討会では次の二課題について検討を実施するものとし

ます。 

 

① 歩道除雪の安全性・操作性向上に関する検討 

   操作機構の簡素化、巻き込み防止装置の検討、試作機の詳細設計、現場

適用性試験、総合評価の実施 

 

② 除雪作業の情報化施工に関する検討 

   作業効率向上のための支援技術の開発について 

 

 

 



【歩道除雪の安全性・操作性向上に関する検討】 

歩道除雪においては現行機械（搭乗式、除雪幅1.0ｍ）による対応が不可能な狭小

部（歩道橋や植栽等の構造物により部分的に狭くなっている歩道部）について、昨年

度、歩道狭小部対応可能な実験機を製作して性能試験を行い、良好な試験結果が得ら

れたが、更なる安全性・操作性を追求するための検討を行うものである。 

 
【除 雪 作 業 の情 報 化 施 工 に関 する検 討】 

除雪全般においては既存の情報化技術を活用して、経験の浅いオペレータでもベテ

ランと同等の作業効率と品質と安全性を確保し、コスト縮減を図る除雪作業支援装置

（除雪機械系）、並びに適切な除雪作業の出来形・品質を管理できる除雪作業管理支

援装置（作業管理者系）から構成する除雪作業支援装置の開発について検討を行うも

のである。 
 

２．調査検討の全体計画 

    別添 検討フロー 参照 



 

 

 

 

第１回

第２回

【除雪機械安全性・作業性向上に関する検討会】検討の流れ

  ［歩道除雪の安全性・操作性向上に関する検討］    ［除雪作業の情報化施工に関する検討］

試 作 機 製 作

試作機詳細設計

試 作 機 現 場
適 応 性 試 験

検 討 会

検 討 会

実 態 調 査 既 存 技 術 評 価 調 査

除雪作業支援機能の整理

除雪支援装置ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
検 討

開発機構の検討

総 合 評 価

除雪作業支援機能の検討

試作装置アプリケーション
製 作

性 能 試 験 及 び 評 価

試 作 装 置 製 作

現 地 実 験 ・ 適 応 性 試 験

と り ま と め

導 入

Ｈ１９

Ｈ２０

Ｈ２１

導 入
Ｈ２２



狭小型ハンドガイド式小形除雪機の開発

人力除雪に比べて
●作業時間は１／６に短縮
●除雪コストは１／２に削減

これまでは人力除雪 安全性、作業性を向上させた除雪幅０．８ｍの高性能ハンドガイド機

踏まれた固い雪でも除雪
できる高出力エンジン仕様

これからは狭小HGで

機械除雪＆運搬排雪

歩行者の巻込みを防止
するオーガカバー装備

狭い歩道でも
作業ができる
横幅８００ｍｍ
の狭小サイズ

操作機構の簡易化

４ｔダンプに積み込みができます


